情報

そもそも情報とは何か。

社会を支える３つの要素は「物質」「エネルギー」「情報」である。
情報は、知識を増大させる。
知識は不確かさの減少。
情報とは不確かさを減少させるもの。

今日台風が来ることを知ることは、知らないよりは知識が増大している。

したがって準備ができる。

これは不確かさの減少である。

したがってこれは情報である。

表しか出ないコイン（実際にはないが）ということを知っていれば、それは知識の増大である。不確かさはゼロである。

それで賭けを行えば絶対に勝てる。

これは強力な情報である。

通常コインの裏、表のでる確率はどちらも1/2である。
しかし表の出る確率が1/2より高いコインがあったとする。
それを知っていれば、有利な賭けをすることができる。
一般の人が1/2の確率と信じていることに対して、より有利な知識があるからである。

それは不確かさの減少であり、情報である。

情報は確率と関係があることが分かる。

情報量の単位

2つの選択肢から1つを特定するのに必要な情報量を1ビットという。

ビットとは“ｂｉｎａｒｙdigit”の略であり、もともと二進法の一桁を意味するものである
確率ｐ＝1/2で起きることを伝える情報の量は１ビット。

コインの表(0)が出るか裏(1)が出るか、それぞれの確率は1/2 である。

今、コインを１回投げたとき、 表が出るという情報の情報量は１ビット。

裏が出るという情報の情報量も１ビット。

一般に、nビットの情報量では2のn乗個までの選択肢からなる情報を表現することができる。例えば、アルファベット26文字を表現するのに必要な情報量は5ビット(16<26<32なため)である。

21--------> 二者択一　　1ビット
22--------> 四者択一　　2ビット
23--------> 八者択一　　3ビット
2n --------> ２のn乗個の中から１個を選択する情報量  nビット
２のn乗は語呂で覚えておくと良い。
1イチ、２ニ、４ヨン、８パー、１６イチロク、３２ザンニ、６４ロクヨン、
１２８イチニッパ、２５６ニゴロ、５１２ゴイチニ、１０２４イチレイニイヨン、
２０４８ニイレイヨンパー、４０９６ヨンレイクンロク、
８１９２ハチイチキューニ、１６３８４イチロクザンパーヨン 、
３２７６８ザンニーナナロッパ、６５５３６ロクゴーゴーサンロク
「万が一」は「14ビット」。
閑話休題

2002年に全世界で生産された情報量が、合計で約2万3,000PB（ペタバイト）にも達するとの調査結果が発表された。これは、米カリフォルニア大学バークレー校のSchool of Information Management and Systemsが2000年以来毎年発表しているもので、印刷物などのいわゆる「ストック」データと、電話などの「フロー」データに分類し、適当なサンプルをとって総データ量を推定している。なお、1PBは1,000TB（テラバイト）に相当する。
1PB（ペタバイト）=1000TB

1TB（テラバイト）=1000GB

1GB（ギガバイト）=1000MB

1MB（メガバイト）=1000KB

1KB（キロバイト）=1000B

1B（バイト）=8BIT（ビット）
· 正確には1000ではなく1024

